　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
♪2012年ピティナピアノステップ京都修学院地区レポート♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By 川村緑子
　京都アトリヱステーションにとって4回目のピティナピアノステップが11月11日、日曜日に行われた　今年は初めて、雨模様の中での開催となった
　参加者は62名、6部からなり、1部から4部はジュニア、5、6部はグランミューズの方々で占められた　
京都アトリヱステーションではスペースの都合上、毎部入れ替え制としている　ひとつの部のなかに10数名の出演者がおり、幼児から、小、中、高生と聴いていただけるようにプログラミングされている　これは、小さな方には大きな方の演奏を聴いていただき、大きな方には小さな方々の感動を励みにしていただきたい、というアイデアからである　毎部最初の方に出演する幼児たちはいつも懸命でほほえましい　演奏を終えて少し退屈している子供でも、大きな方がよい演奏を始めるとじっと耳を傾け始める　小さな子供たちは大きな拍手を送り、熱演を終えたお兄さん、お姉さんはどこか誇らしげにみえる　講評では先生方が、彫刻に囲まれた、漆喰、木造のホールとその響きを素晴らしいとたたえられ、“大きい方の演奏、どうでしたか？”と子供たちに歩みより語りかけてくれる　先生方をお見送りし、ホールを出て、奥の和室でくつろぎながら、講評用紙を待つ　このように終始アットホームな雰囲気の中、進められていく
2部終了後には久元祐子先生によるトークコンサートが催された　モーツァルトのトルコ行進曲演奏後、この曲にまつわるお話がつづく　最後は会場の子供たちにトルコの太鼓の部分をタンバリンで叩いてもらい、久元先生のピアノとの即興アンサンブルで盛り上がった　久元先生のタッチはまるで連なった真珠のような輝きでアトリエの高い天井に広がっていくようで、聴いているとモーツァルトの時代に居るかのような錯覚に陥るから不思議である　豊富な体験、膨大な研究からのリアルなお話に引き込まれるばかりでなく、私はその知性あふれるお話ぶりと心地よい豊かに響くお声にも魅了されてしまった
5、6部のグランミューズも年々、充実したものになっているように感じる　様々なバックグラウンドを持つ方々が思い思いの曲を披露してくださるグランミューズはピアノの持つ力の大きさを再認識させてくれる場でもある　昨年お見かけした方がまた、出演してくださるとうれしくなる　講評は5、6部の後に、そしてその後Q&Aコーナーを設けてみた　出演者からの熱心で活発な質問に先生方のお答えにも熱が入る　あっという間に時間が過ぎ、まだまだ話していたい、というムードの中、本日の過程、終了となった　終了後も出演者の間でしばしの歓談が続いていた

　スタッフの一人としてお手伝いさせていただいて、想うことがある　それは一般的なホールでのステップより、出演者の間、先生と出演者の間など、皆の間がここでは、より縮まっていくように感じられる、ということである　これは音楽という共通項をもつ人々とアトリヱ・松田という空間のなせる技ではないだろうか　かつて、ここで彫刻家として同志らを広く受け入れ、芸術を追及した故・松田尚之氏がそんな私たちをみて、どこかでほくそ笑んでいるかのように感じられるのは私だけではないだろう　皆を励まし、どこまでも続く芸術の高みを指し示してくれている、そんな空気にこのアトリヱ・松田が包まれているような気がしてならないのである
　今年ご参加いただいた皆様、ありがとうございました　来年もまた、
アトリヱ・松田でお目にかかれることを楽しみにしております！
　
　
